
教科 学年

理科 3

１　科目の目標と評価の観点

目標

２　学習計画と観点別評価基準

・生命の起源と生物の進化に関
心を持ち、主体的に学習に取り
組むことができる。

・遺伝子の変化と多様性に関心
を持ち、主体的に学習に取り組
むことができる。

・生殖の仕組みや遺伝子の変
化、組み合わせから多様性が生
じることに関心をもって、主体
的に学習に取り組むことができ
る。

・あるタンパク質のアミノ酸配
列を複数種の生物で比較した資
料に基づいて、アミノ酸配列の
差異をもとに生物の系統が推定
できることを見出すことができ
る。

科目

生物

単位数

6

学習のねらい

使用教科書

生物(数研出版）

学習内容
観点別評価基準

学期

主な使用補助教材

スクエア最新図説生物
ニューグローバル

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考力・判断力・表現力

・生物の系統と進化に関心を持
ち、主体的に学習に取り組め
る。

第２章　細胞と分子
第４節　膜輸送や情報伝達に関
わるタンパク質

・７種類の霊長類について、雑
種のDNAの熱安定性に関する
データーをもとに系統を推定
し、さらに分岐年代を推定する
ことができる。

・人類の系統と進化に関心を持
ち、主体的に学習に取り組め
る。

・ミトコンドリアや葉緑体が独
自のDNAを持つ理由を考え、説
明できる。
・生体膜において、リン脂質分
子がどのように配置されている
かを、リン脂質分子の構造をも
とに考えることができる。

・生体物質と細胞に関心を持
ち、主体的に学習に取り組め
る。

生命の起源として、まず化学進
化があったこと、進化の歴史の
過程を学び、環境と生物が相互
作用しあってきたことを理解す
る。
遺伝子の変化が形質の変化をも
たらすこと等の進化の仕組みや
種分化について理解する。
分子生物学的に系統や分類を考
える視点を養う。人類進化を学
ぶことによって類人猿と人類の
決定的な違いを理解する。

・人類の系統を理解する。
・人類は直立二足歩行を行うと
いう点で他の生物とは異なるこ
とを理解する。

・細胞を構成する代表的な物質
とその特徴について理解する。
・生物の基本単位である細胞の
構造とその機能について理解す
る。

・生命の起源について、化学進
化を経て生物が誕生したことを
理解する。
・細胞の進化によって地球環境
が変化したり、地球環境の変化
が進化に影響していることを理
解する。

第１章　生物の進化
第２節　遺伝子の変化と多様性

第１章　生物の進化
第３、４節　多様な遺伝子の組
み合わせと進化のメカニズム

第１章　生物の進化
第１節　生命の起源と生物の進
化

・生物の形質が、突然変異に
よって生じることを理解する。
・突然変異が遺伝的な多様性を
もたらすことを理解する。

・有性生殖では、減数分裂・受
精を経て遺伝子の組み合わせが
変化することを理解する。
・連鎖や組換え、性染色体につ
いて理解する。

・塩基配列やアミノ酸配列に
よって、生物の系統を推定でき
ることを理解する。
・ドメイン、界、門などの分類
群について理解する。

第１章　生物の進化
第５節　系統と分類

第１章　生物の進化
第６節　人類進化

・学習したことをもとに、最初
の生物が地上ではなく海底で
あったことの理由を説明、表現
することができる。

・遺伝子の変化と形質の変化を
示した資料を比較し、遺伝子が
変化することとで、タンパク質
の変化をもたらしその結果形質
が変化するということを見出す
ことができる。

・無性生殖の場合、親と子で遺
伝子の組み合わせがどうなるの
かを考え、説明することができ
る。
・遺伝子の組み合わせが変化し
多様化していることを見出す。

１
学
期
（

９
０
）

第２章　細胞と分子
第１節　生体物質と細胞

第２章　細胞と分子
第２節　タンパク質の構造と性
質

細胞を構成する代表的な物質と
その特徴について理解する。生
物の基本単位である細胞の構造
とその機能について理解する。
細胞の生命活動を担うタンパク
質の構造と機能の密接な関係に
ついて理解する。酵素の基本的
な性質と、その反応を調節する
仕組みについて理解する。
膜輸送や情報伝達について理解
する。

第２章　細胞と分子
第３節　化学反応に関わるタン
パク質

・生体膜を介した物質輸送と、
それにかかわるタンパク質の働
きについて理解する。
・情報伝達に関わる受容体タン
パク質の働きについて理解す
る。

・タンパク質の立体構造が、タ
ンパク質の機能と密接に関係し
ていることを理解し、説明する
ことができる。

・タンパク質の構造と性質に関
心を持ち、主体的に学習に取り
組める。

・病気の原因や身近な事象と分
子レベルでの膜輸送や情報伝達
を関連させ、考え、説明するこ
とができる。
・情報伝達物質を介した細胞間
の情報伝達がうまくいかない場
合の原因について、説明でき
る。

・膜輸送や情報伝達にかかわる
タンパク質に関心をもち、主体
的に学習に取り組める。

・酵素の基本的な性質と、酵素
が働く条件について理解する。
・酵素反応を調整する仕組みに
ついて理解する。

・酵素活性を阻害する薬につい
て、文献やインターネットを用
いて調べることができる。

・化学反応に関わるタンパク質
に関心を持ち、主体的に学習に
取り組める。

・細胞の生命活動を担うタンパ
ク質の構造について理解する。
・タンパク質の構造と機能の関
係について理解する。

評価の
観点

生物や生物現象を学び、基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、それらを用いて思考し、科学的探究に必要な観察力・考察力などを身に付けるようにす
る。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

学習や観察、実験に意欲的に取り組み、学んだ知識を
活用して考察しようとする態度、身の回りの事象を生
物学的視点で試行する態度を養う。テストの解答に誤
りがある場合、「なぜ間違えたのか、正解は何か」を
自ら考えて、正解を導き出すちからを身に着ける。

実験や観察の結果を科学的な視点で読み解き、実験結
果から原理、法則を見出し科学的に考察する力を養
う。

生物現象に関することを題材にして、基本的な概念、
原理、法則および定義を理解できるようにする。ま
た、各単元での実験や視聴覚教材を通して基礎的な実
験スキルや実験データの処理・考察方法を身に着ける
ようにする。



学習のねらい学習内容
観点別評価基準

学期
主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考力・判断力・表現力

・遺伝子組み換え技術によっ
て、ある生物の遺伝子を別の生
物に発現させることができる理
由を考え、説明することができ
る。RNAワクチンと従来のワク
チンを比較し、利点や問題点に
ついて考え、説明できる。

・遺伝情報の発現に関心をも
ち、主体的に学習に取り組め
る。

・真核生物と原核生物の遺伝情
報の発現過程を比較し、違いを
見出すことができる。
・ＤＮＡの塩基ではウラシルで
はなくチミンが用いられている
ことを考え、説明することがで
きる。

・遺伝情報発現の仕組みを理解
する。

・遺伝子の発現調節に関する資
料に基づいて、遺伝子の発現が
調節されていることを見出すこ
とができる。
・ラクトースオペロンに突然変
異が生じた２種類の突然変異株
に野生株のＤＮＡを導入する実
験結果に基づいて、それぞれの
突然変異株についてＤＮＡのど
の領域に異常があったのかを推
定することができる。

・同じ遺伝情報をもつ細胞が異
なる細胞に分化する要因とし
て、細胞質に含まれる物質が分
裂の際に不均等に分配されるこ
とや周囲の細胞からの誘導があ
ることを理解し、説明すること
ができる。

１
学
期
（

９
０
）

・遺伝子の発現が調節されてい
ることを理解する。
・原核生物と真核生物におい
て、遺伝子の発現が調節されて
いる仕組みを理解する。

・発生の過程で、遺伝子の発現
調節によって細胞が分化する仕
組みを理解する。
・ウニの観察実験をおこない、
受精の様子を観察する。

・遺伝子を扱う技術について、
その原理と有用性を理解する。
・遺伝子組み換え実験を実施
し、組換えが起こったことを検
証する方法を理解する。

第３章　代謝
第１節　代謝とエネルギー

第３章　代謝
第３節　光合成

第３章　代謝
第２節　呼吸と発酵

生体内で起こる化学反応の一部
は酸化還元反応であり、反応に
際して大きなエネルギーの出入
りを伴うことを理解する。
呼吸では有機物が酸化されるこ
とに伴ってエネルギーが取り出
されATPが合成されることを理
解する。光合成では光エネル
ギーを用いてATPと電子と運搬
体が合成され、これらを用いて
二酸化炭素が還元されて有機物
が生じることを理解する。

ＤＮＡ複製の仕組みを理解し、
ＤＮＡの遺伝情報を写し取っ
て、ＲＮＡが合成される仕組み
を理解する。転写されたＲＮＡ
からタンパク質が合成される仕
組みを理解する。遺伝子の発現
が環境の変化に応じて変化する
ことを理解する。発生の過程
で、遺伝子の発現調節によって
細胞が分化する仕組みを理解す
る。細胞の分化を引き起こす遺
伝子の発現調節は、細胞内の物
質のはたらきや、他の細胞から
の働きかけによって起こること
を理解する。

・光合成では光エネルギーを用
いてATPとNADPHが合成され、こ
れらを用いて二酸化炭素が還元
されて有機物が生じることを理
解する。
・光合成色素の分離をクロマト
グラフィーを用いて調べる。

第４章　遺伝情報の発現と発生
第１節　DNAの構造と複製

・生体内で起こる化学反応の一
部は酸化還元反応であり、反応
に際して大きなエネルギーの出
入りを伴うことを理解する。

・生体内の化学反応のうち、酸
化還元を伴う反応では、大きな
エネルギーの出入りが起こるこ
とを理解し説明できる。

・代謝とエネルギーについて関
心を持ち、主体的に学習に取り
組める。

・呼吸では有機物が酸化され、
その際に取り出されたエネル
ギーを用いてATPが合成される
ことを理解する。
・発酵では酸素を用いずに有機
物が分解され、ATPが合成され
ることを理解する。
・脱水素酵素の実験によって基
質から電子が取り出されること
を視覚的に確認する。
・アルコール発酵の実験からグ
ルコースが分解される反応を観
察する。

・呼吸と発酵ではグルコース１
分子から得られるATP量に大き
な違いがある理由を説明するこ
とができる。
・呼吸基質と呼吸商の関係を理
解し、与えられた呼吸商をもと
に、各呼吸基質の分解に使われ
た酸素の割合を計算することが
できる。

・呼吸と発酵に関心を持ち、主
体的に学習に取り組める。

・光リン酸化と酸化的リン酸化
の共通点を説明することができ
る。
・光合成において、葉緑体のチ
ラコイド内外での水素イオンの
濃度差とATP合成の速度の関係
を調べるのに必要な実験を考
え、説明することができる。
・ATP合成酵素の基本構造が原
核生物や真核生物の間で共通し
ている理由について、進化の観
点から仮説を立て、説明するこ
とができる。

・光合成に関心を持ち、主体的
に学習に取り組める。

・ＤＮＡ複製の仕組みを理解す
る。

・ＤＮＡの複製に関する資料に
基づいて、ＤＮＡ複製の仕組み
を見出すことができる。
・岡崎フラグメントの存在を示
唆する実験データーに基づい
て、岡崎フラグメントが存在す
ることを論理的に説明すること
ができる。

・ＤＮＡの構造と複製に関心を
もち、主体的に学習に取り組め
る。

第４章　遺伝情報の発現と発生
第４節　発生と遺伝子発現

第４章　遺伝情報の発現と発生
第５節　遺伝子を扱う技術

・遺伝子の発現調節に関心を持
ち、主体的に学習に取り組め
る。

・発生と遺伝子発現に関心をも
ち、主体的に学習に取り組め
る。

・遺伝子を扱いう技術に関心を
もち、主体的に学習に取り組め
る。

第４章　遺伝情報の発現と発生
第２節　遺伝情報の発現

第４章　遺伝情報の発現と発生
第３節　遺伝子の発現調節



学習のねらい学習内容
観点別評価基準

学期
主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考力・判断力・表現力

・視細胞の分布に関する資料に
基づき、盲斑の存在を見出すこ
とができる。
・ヒトの視覚経路の構造につい
て理解し、視神経を切断した場
合の見え方と関連付けて説明す
ることができる。
・人工臓器の1つである人工内
耳の原理について説明し、人工
内耳を装着した患者に対する留
意すべきことについて考えるこ
とができる。

・ニューロンの興奮が細胞膜の
電位変化であることをチャネル
やポンプの働きを踏まえて理解
する。

第6章　植物の環境応答
第５節
環境の変化に対する応答

・植物が水の出入りを調節する
しくみを理解する。
・植物の防御応答について理解
する。

・常に防御物質を蓄積している
植物と食害を受けてから防御物
質を合成する植物を比較し，そ
れぞれが有利・不利になる環境
を考え，説明することができ
る。

環境の変化に対する応答に関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

第6章　植物の環境応答
第６節
配偶子形成と受精

・被子植物の配偶子形成と受精
のしくみを理解する。
・被子植物の種子の形成や果実
の成熟のしくみを理解する。

・裸子植物と比較して，被子植
物が行う重複受精にはどのよう
な利点があるのかを考え，説明
することができる。
・胚のう中の各細胞の有無と花
粉管誘引に関する実験結果をも
とに，被子植物の受精で花粉管
が胚のうへと誘引されるしくみ
について考え，説明することが
できる。
・植物ホルモンがかかわる例の
一つとして，種なしぶどうのつ
くり方を調べ，説明することが
できる。

配偶子形成と受精に関心をも
ち，主体的に学習に取り組め
る。

・眼の網膜で受容された光の刺
激情報が、神経によって脳に伝
えられ、視覚が生じることを理
解する。
・眼の構造を観察する。
・盲斑の存在を検出し、その位
置を調べる。

受容器の種類や仕組み、刺激を
受け取る仕組みをそれぞれ理解
する。神経の興奮を分子、電位
の変化としてとらえつ。神経系
の機能と構造を理解する。
効果器である筋肉の構造と機能
を理解する。
動物の行動は生得的なものと習
得的なものがあり、行動と経験
によって形成されるものがある
ことを理解する。

第6章　植物の環境応答
第２節
発芽の調節

・ヒトの神経系の構造について
理解する。
・ヒトの脳の構造とそれぞれの
部位がもつはたらきについて理
解する。

第6章　植物の環境応答
第１節
植物の生活と植物ホルモン

植物は周囲の環境の変化を感知
して，その環境に応答すること
を理解する。
・環境からの情報伝達に植物ホ
ルモンがはたらいていることを
理解する。

植物の種子が，周囲の環境を感
知して休眠・発芽するしくみを
理解する。
・植物の種子が，周囲の環境を
感知して休眠・発芽する意義を
理解する。

植物の成長が光や重力などの要
因によって調節されていること
を理解する。植物の成長の調節
に植物ホルモンがかかわってい
ることを理解する。

・茎や根が必ず先端部から少し
基部側で曲がる理由について考
え，説明することができる。
・植物が重力方向を感知できな
くなった場合，自然界での成長
においてどのような不都合があ
るかを考え，説明することがで
きる。

成長の調節に関心をもち，主体
的に学習に取り組める。

植物は，葉，茎，根，花などの
器官への分化を通して成長して
いくことを理解する。
・植物の器官の分化は周囲の環
境の変化や成長の段階に応じて
調節されていることを理解す
る。

・花芽の形成が日長によって引
き起こされることの利点につい
て考え，説明することができ
る。
・花芽形成に関する実験結果を
もとに，葉で感知された日長の
情報がどのように伝達されるか
を考え，説明することができ
る。

第6章　植物の環境応答
第３節
成長の調節

植物が植物ホルモン(オーキシ
ン・ジベレリン等）やフィトク
ロム・フォトトロピン等の光受
容体の働きで環境変化に反応す
る仕組みを理解する

器官の分化と花芽形成の調節に
関心をもち，主体的に学習に取
り組める。

第５章　動物の反応と行動
第１節　刺激の受容

第５章　動物の反応と行動
第２節　ニューロンとその興奮

第５章　動物の反応と行動
第３節　情報の統合

第５章　動物の反応と行動
第４節　刺激への反応

第５章　動物の反応と行動
第５節　動物の行動

・動物の行動に関心を持ち、主
体的に取り組める。

植物の生活と植物ホルモンに関
心をもち，主体的に学習に取り
組める。

第6章　植物の環境応答
第４節
器官分化と花芽形成の調節

・軸索を刺激する実験の資料に
基づき、ニューロンの興奮にみ
られる性質を見出すことができ
る。
・神経筋標本の実験に基づき、
伝導や伝達に要する時間を計算
することができる。

・反射が無意識のうちに起こる
理由を興奮の伝達経路と関連付
けながら説明することができ
る。

・死後硬直の仕組みについて、
筋収縮の仕組みに着目しながら
説明することができる。

・ショウジョウバエの求愛行動
が、雄と雌の互いの行動によっ
て連鎖的に進行していくこと
を、雌雄の神経回路の違いと関
連付けながら説明することがで
きる。

・学習したことをもとに、植物
の反応の理由を説明、表現する
ことができる。

光発芽種子の発芽条件と，樹木
の葉群の上下での各波長の光の
割合とを関連づけて，光発芽種
子がもつ利点を見いだすことが
できる。

発芽の調節に関心をもち，主体
的に学習に取り組める。

2
学
期
（

１
２
０
）

・刺激の受容に関心を持ち、主
体的に学習に取り組める。

・ニューロンとその興奮に関心
を持ち、主体的に学習に取り組
める。

・情報の統合に関心を持ち、主
体的に学習に取り組める。

・刺激への反応に関心を持ち、
主体的に学習に取り組める。

・代表的な効果器である筋肉の
構造について理解する。
・筋肉が、神経系から伝達して
きた刺激を受け取って収縮する
しくみを理解する。

・動物の行動は遺伝的にプログ
ラムされた生得的な行動と経験
によって変化する学習行動に
よって形成されることを理解す
る。



学習のねらい学習内容
観点別評価基準

学期
主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考力・判断力・表現力

3
学
期

・最適な群れの大きさを決める
要因を理解し，群れのおかれた
環境に応じて時間の配分率のグ
ラフがどのように変化するかを
説明することができる。

個体群内の個体間の関係に関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

第７章　生物群集と生物群
第３節
異なる種の個体群間の関係

・生物群集には，捕食・被食や
種間競争，共生などの種間関係
があることを理解する。
・生態的地位（ニッチ）の概念
を理解する。
・生態系内で多種の共存を可能
にしているしくみを理解する。

・3種のゾウリムシのなかまの
飼育時の個体群密度の変化の資
料に基づいて，生活上の要求の
違いによって異種の個体群が共
存できていることを見いだすこ
とができる。

異なる種の個体群間の関係に関
心をもち，主体的に学習に取り
組める。

第７章　生物群集と生物群
第４節
生態系の物質生産と物質循環

・生産者による物質生産によっ
て生態系内の生物に有機物やエ
ネルギーが供給されることを理
解する。
・生態系では食物連鎖を通じて
物質が循環し，エネルギーが移
動していることを理解する。

第７章　生物群集と生物群
第５節
生態系と人間生活

・生態系や生物多様性の保全の
重要性を理解する。
・人間活動が生態系に与える影
響の例として，窒素排出量の増
加や生息地の分断化などがある
ことを理解する。

・施肥による窒素の増加とサン
ゴ礁の破壊に関する資料に基づ
いて，人間活動が生態系に影響
を及ぼしていることを見いだす
ことができる。
・植林活動と海の豊かさの関係
について，学習したことをもと
に，資料などにまとめて自分の
言葉で説明することができる。

生態系と人間生活に関心をも
ち，主体的に学習に取り組め
る。

第７章　生物群集と生物群
第１節
個体群の構造と性質

個体群の成長には個体群密度が
影響していることを理解する。
生物の生存曲線の型は，その生
物の年齢ごとの死亡率によって
大別されることを理解する。子
と運搬体が合成され、これらを
用いて二酸化炭素が還元されて
有機物が生じることを理解す
る。

・個体群の成長には個体群密度
が関係していることを理解す
る。
・個体群の個体数の変化には，
その個体群の齢構成や年齢ごと
の死亡率などが影響することを
理解する。

・標識再捕法で個体数が推定で
きる理由を，対象となる生物の
個体群の性質などを踏まえて説
明することができる。
・与えられた条件をもとに，個
体群の個体数を推定することが
できる。
・生存曲線のそれぞれの型が有
利になる生息環境について，そ
の生物がおかれている状況と年
齢ごとの死亡率を関連させて推
測し，説明することができる。

個体群内の個体間の関係に関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

第７章　生物群集と生物群
第２節
個体群内の個体間の関係

・群れや縄張りについて，その
大きさに応じて生じる利益と不
利益の兼ね合いによって，最適
な大きさが存在していることを
理解する。
・個体群内で見られる個体どう
しの社会的な関係とその利益を
理解する。

生態系におけるエネルギー量と
エネルギー効率を計算すること
ができる。

生態系の物質生産と物質循環に
関心をもち，主体的に学習に取
り組める。

大学入試準備

2
学
期
（

１
２
０
）


